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 君津中央病院企業団企業長福山悦男は、平成１８年９月２５日をもって平成

１８年１０月１０日 

１５時３０分に木更津市桜井１０１０番地君津中央病院４階講堂に議会を招集

した。 

 

１ 出欠席議員は次のとおりである。 

 出席議員 

  １番 石井 勝、２番 石井量夫、３番 川畑喜代志、５番 榎本貞夫、 

７番 髙橋謙治 

  ８番 三平正昭、９番 平野和夫、10 番 渡辺 盛、 11 番 露崎信夫、 

12 番 伊藤彰正 

 欠席議員 

  なし 

 

２ 職務のために議場に出席した職員は次のとおりである。 

  総務課主幹 内山 輝雄 総務課主査 亀田 陽一郎 

 

３ 説明のため出席したものは次のとおりである。 

 企業長 福山悦男、監査委員 鈴木昭一、病院長 礒部勝見、事務局長 木

村茂俊、 

 事務局次長 佐藤貞雄、事務局次長 元木貞雄、経営改革室長 加藤芳生、

総務課長 吉堀正廣、 

 財務課長 鈴木敏雄、管財課長 鶴岡幸夫、医事課長 山嵜博史、副院長 

田中 正、 

 副院長兼看護学校長 鈴木紀彰、分院長 桐谷好直、医務局長 柴 光年、

看護局長 小川久子 

 

４ 会議に付した事件は次のとおりである。 

・認定案第１号   平成１７年度君津郡市中央病院組合病院事業会計決算の

認定を求めることに 

          ついて（補足説明、質疑、討論、採決） 

・議案第１号    未処分利益剰余金の処分について（質疑、討論、採決） 

・議案第２号    君津中央病院企業団病院事業料金徴収条例の一部を改正

する条例の制定につ 

          いて（補足説明、質疑、討論、採決） 

 



 

 
 

（午後３時３０分開会） 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 ただいまより平成１８年９月君津中央病院企業団議会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員数は１０名でございます。定足数に達しておりますので、

会議は成立いた 

します。 

 まず、企業長からごあいさつをお願いします。 

 福山企業長。 

＜＜＜＜企業長企業長企業長企業長＞＞＞＞ 

 それでは、定例議会の開会に当たりまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

 企業団が発足し、私が企業長に任命されまして半年が過ぎました。我が国の

経済は、緩やかな 

がらも回復し、ようやく地方にもそれが波及してきたと言われておりますが、

公的部門は国、県、 

市町村も依然として厳しい財政状況下にあるものと認識しております。国の医

療政策も先行き不 

透明でありますが、それでもこの４月には、史上初めてと言われる下げ幅３．

１６％の診療報酬 

の引き下げを行いました。このような厳しい企業環境にありますが、現在のと

ころ、企業団の病 

院事業はおおむね順調に運営され、その使命を遂行しているものと考えており

ます。 

 今後とも中期経営計画に基づき、医師を初めとした医療スタッフの確保に努

めますとともに、 

経営の健全化を推進いたしまして、当地域における持続的、安定的な医療の提

供に努めてまいり 

たいと存じます。 

 本日はよろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 本日の議事日程はお手元の日程表どおりといたします。 

 

 
 

日程第日程第日程第日程第１１１１    会期会期会期会期のののの決定決定決定決定についてについてについてについて 

 

 日程第１、会期の決定についてを議題といたします。 



 お諮りします。 

 本定例会は本日１日としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 異議なしと認め、会期は本日１日と決定いたします。 

 

 
 

日程第日程第日程第日程第２２２２    会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員のののの指名指名指名指名 

 

 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 企業団議会会議規則第９４条の規定により、榎本貞夫議員と伊藤彰正議員を

指名いたします。 

 

 
 

日程第日程第日程第日程第３３３３    議案上程議案上程議案上程議案上程 

 

 日程第３、議案の上程を行います。 

 本日上程の議案は３件です。 

 朗読については省略いたしますので、ご了承願います。 

 なお、上程されている議案については一括して提案理由説明を求めます。 

 福山企業長。 

＜＜＜＜企業長企業長企業長企業長＞＞＞＞ 

 本定例会に提出いたしました３件の提案理由につきましてご説明を申し上げ

ます。 

 初めに認定案第１号 平成１７年度君津郡市中央病院組合病院事業会計決算

の認定を求めるこ 

とについてでございます。 

 病院事業の事業量は本分院合わせて、入院延べ患者数２２万９，５６５人、

外来延べ患者数 

４５万９８０人でありまして、収支決算は本分院収益１５７億５，５１８万８，

８７８円。本分 

院費用１５４億２，３７０万４，３６３円で、３億３，１４８万４，５１５円

の経常利益でござ 

いました。 

 これに看護師養成事業収支及び特別損益を加えまして、君津郡市中央病院組

合最後の決算は、 



純利益２億４，９４６万４，９７４円でございました。 

 監査委員の審査意見を添えまして、議会の認定に付すものでございます。 

 議案第１号 未処分利益剰余金の処分についてでございますが、ただいま申

し上げました決算 

の純利益、すなわち利益剰余金のうち、地方公営企業法に定めるところの減債

積立金を差し引い 

た金額２億３，６８６万４，９７４円を財政調整積立金として、予断の許され

ない現今の病院事 

業の予備資金として企業団に留保させていただこうとするものでございます。 

 議案第２号 君津中央病院企業団病院事業料金徴収条例の一部を改正する条

例の制定について 

でございます。 

 本案は、病院事業にかかわる具体的な料金の改定を提案しているものではご

ざいません。本条 

例は、現行でも内容的に誤りがあるわけではございませんが、法規としての規

定の仕方や構成を 

より明確にするため、現行条文を整理し、再構成をしようとするものでござい

ます。 

 以上、提案理由を申し上げましたが、よろしくご審議賜りまして原案どおり

可決くださるよう、 

お願い申し上げます。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 提案理由の説明が終わりましたが、認定案第１号及び議案第１号は関連性が

ございますので、 

一括議題といたします。 

 ここで、補足説明を求めます。 

 木村事務局長。 

＜＜＜＜事務局長事務局長事務局長事務局長＞＞＞＞ 

 まず、認定案第１号 平成１７年度君津郡市中央病院組合病院事業会計決算

につきまして、補 

足説明を申し上げます。 

 Ａ４の冊子をごらんいただきたいと思います。 

 なお、今回の決算の場合、１７年度は病院組合として事業を行っておりまし

たので、報告書は 

病院組合の事業という形をとりますけれども、君津中央病院企業団の名前で報

告書を出させてい 

ただいているところでございます。 

 それでは、この報告書に従ってご説明申し上げます。 

 まず、事業の概要でございますけれども、１８ページをごらんください。 



 そこに３、４とありますけれども、（１）の業務量でございます。 

 延べ利用者数でございますけれども、本院につきましては入院が２１万７，

９１２人、外来が 

３８万６，９２３人、合計で６０万４，８３５人でありました。１６年度に比

べ、外来が減少し 

ておりますけれども、その主な理由は、平成１７年度から薬の長期投与が認め

られ、来院回数が 

減少したことによるものでございます。分院では、入院が１万１，６５３人、

外来で 

６万４，０５７人で、合計で７万５，７１０人でございました。入院に比較し

て外来がこれも減 

少しておりますけれども、その主な理由は本院と同様でございます。合計欄で

ございますけれど 

も、病院事業全体で６８万５４５人になりました。 

 人間ドックにつきましては、１泊コース、日帰り合わせて２，２４８人の利

用があったところ 

でございます。 

 次に、施設整備関係でございますけれども、前の１７ページをごらんくださ

い。 

 建設工事といたしましては、分院の救急棟の工事を４，１７９万円で実施い

たしました。改良 

につきましては、本院で受変電設備の二重化等の工事を４，８３０万円で実施

いたしました。 

 器械設備等でございますけれども、本院につきましては１億５，７０６万７，

２９５円で、そ 

の主なものにつきましては、医療器械におきましては、電子内視鏡上部・大腸

及び気管支ビデオ 

スコープの２，４６７万５，０００円、三次元放射線治療システムの２，４４

６万５，０００円 

でございます。 

 備品費ではフィルムレス化、フィルムを使用しないで写すものでございます

けれども、フィル 

ムレス化のための画像管理システムの７，０９８万円でございます。 

 分院は、５，２４３万３，３２５円でございましたけれども、主なものは全

身用のエックス線 

ＣＴ装置１，９８９万７，５００円でございました。 

 詳細につきましては、１９ページ以降に書いてございますので、ごらんいた

だきたいと思いま 

す。 



 それでは、決算の状況についてご説明を申し上げます。 

 ちょっとページをさかのぼって申しわけありませんが、見開きの１ページ、

２ページをごらん 

ください。 

 まず、（１）の収益的収入及び支出でございます。いずれも、決算額は消費

税込みの金額でご 

ざいます。 

 まず、収入のところでございますけれども、本院事業で１５１億１９０万７，

２８１円。分院 

事業で６億９，５０９万４，０６８円。看護師養成事業で１億６，９９２万７，

９６７円。特別 

利益で１８２万８，６５０円であります。これらを消費税抜きで合計いたしま

すと、収入の総額 

が組合全体で１５９億２，６６３万６，６２５円でございます。 

 次に、支出でございますけれども、本院事業で、決算額のところでございま

すが、 

１４８億６，４８５万１，６７４円。分院事業で５億８，７３６万９，０２８

円。看護師養成事 

業で１億６，０４５万７，４７４円。特別損失で９，４４０万３，３５６円で

ございます。 

 収入と同様に、消費税等抜きで合計いたしますと、支出の総額は 

１５６億７，７１７万１，６５１円になります。その結果でございますけれど

も、５ページ、６ 

ページをちょっとごらんください。 

 損益計算書でございます。看護師養成事業を含んだ本院事業で１億４，４４

５万６，４０７円。 

これは６ページの上のところにございます。分院事業で１億５００万８，５６

７円の純利益が生 

じたところでございます。 

 次は７ページをごらんください。 

 利益剰余金の部の４の欠損金のところでございますけれども、その（４）で

ございます。当年 

度の組合の純利益につきましては、２億４，９４６万４９７４円になりました。 

 戻りまして、（２）の資本的収入及び支出でございますけれども、３ページ、

４ページでござ 

います。 

 収入につきましては、企業債、国県補助金等がゼロであります。支出決算額

は、さきに説明い 



たしました大佐和分院の救急棟の増築工事や医療器械の購入などの建設改良費

が 

３億９，０８０万８，７００円。企業債の償還金が９億９，７２５万７，６７

７円でございます 

 この結果、資本で不足する額が１３億８，８０６万６，３７７円ございます

けれども、これに 

つきましては、下段に記載のとおり、過年度損益勘定留保資金、消費税及び地

方消費税資本的収 

支調整額をもって補てんしたところでございます。 

 次に、貸借対照表についてご説明いたします。 

 １０ページ、１１ページをごらんください。１８年３月３１日現在の貸借対

照表でございます。 

 まず、資産でございますけれども、土地、建物などの固定資産が 

３０５億５，０８４万４，２１２円でございます。現金などの流動資産でござ

いますけれども、 

４８億２，８８６万２，４８４円でございます。あと、固定資産取得に伴う消

費税分の償却費の 

繰延勘定でございますけれども、これは３のところでございますが、 

８億９，６７５万６，１０８円でございます。 

 これらの資産の合計が３６２億７，６４６万２，８０４円でございます。 

 負債の部に入ります。１１ページでございます。流動負債のみで６億２，７

２０万３，６０８円。 

 資本につきましては、資本金が２９９億４，７９８万２，６２７円。剰余金

が 

５７億１２７万６，５６９円。資本の合計が３５６億４，９２５万９，１９６

円。負債と合わせ 

たものの合計は、資産の計と同額の３６２億７，６４６万２，８０４円でござ

います。 

 最後に、職員数でございますけれども、１６ページをごらんください。 

 １７年度末の職員につきましては、本院、分院、看護学校合わせまして定数

が８９２人。現員 

でございますけれども、医師が１１１名、看護師が４４４名など計８６４名で

ございました。 

１６年度は８５２名であり、１２名の増となっているところでございます。 

 それともう一つ、Ａ３の大きな分厚い資料で決算説明資料という、横長の資

料があると思いま 

すけれども、それをちょっとごらんいただきますでしょうか。これでございま

す。 



 これについては詳細な説明はいたしませんけれども、１ページから７ページ

までは、今まで説 

明した事項と同様のものが記載してございます。 

 ８ページ以降に収益、支出ともに、款、項、目、節の節ごとに予算と前年度

である平成１６年 

度の決算とを比較してあります。また、前年度１６年度決算に比べて増減の大

きかった事業につ 

いて、その理由をつけさせていただいております。これが１９ページまでです。 

 ２０ページでございますけれども、平成６年度からの負担金の一覧及び年度

ごとの経緯を記載 

してございます。金額はそこに記載のとおりでございます。 

 ２１ページ以降は、本院、分院ごとに統計表になってございます。 

 ２２ページをちょっとごらんください。 

 ２２ページにつきましては、入院、外来別の１日平均の患者の数と住所別内

訳を、１３年度か 

ら５年間分記載したところでございます。 

 最後の２３ページは、分院のものでございます。 

 以上、認定案第１号についてご説明申し上げました。 

 引き続きまして、議案第１号 未処分利益剰余金の処分について補足説明い

たします。 

 この冊子の９ページをごらんください。 

 当年度の未処分利益剰余金２億４，９４６万４，９７４円でございますけれ

ども、地方公営企 

業法第３２条第１項の規定によりまして、法定積立金として積み立てる剰余金

の２０分の１に当 

たる減債積立金１，２６０万円でございますけれども、その残りの２億３，６

８６万４，９７４円 

を処分いたしまして、今後の厳しい財政状況に対応するため、地方公営企業法

第３２条第２項の 

規定によりまして、任意積立金である財政調整積立金に積み立てようとするも

のでございます。 

 以上でございます。 

 よろしくご審議くださるよう、お願いいたします。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 補足説明が終わりました。 

 続きまして、監査委員の審査意見を求めます。 

 鈴木監査委員。 

＜＜＜＜監査委員監査委員監査委員監査委員＞＞＞＞ 



 私から、平成１７年度君津郡市中央病院組合病院事業会計決算審査意見書の

概要について申し 

上げます。 

 意見書中、提案理由の説明で重複すると思われます内容につきましては、省

略させていただき 

ますので、ご了承ください。 

 まず、意見書の１ページをお開きください。 

 第３、審査の方法についてであります。決算審査に当たりましては、地方公

営企業法第３０条 

第２項の規定に基づき、企業長から審査に付された決算諸表及び関係諸帳票を

調査照合するとと 

もに、関係職員の説明を求めました。 

 特に、決算関係書類が地方公営企業法並びに関係規定に準拠して処理されて

いるか、事業の経 

営成績及び財政状況を適正に表示しているか、予算の執行は議決の趣旨に沿っ

て適正かつ効率的 

に行われているか、また事業の経営管理は地方公営企業法の基本原則である経

済性を発揮すると 

ともに、公共の福祉を増進するよう経営されたかに留意し、定例監査及び例月

出納検査の結果を 

も踏まえて審査を行いました。 

 次に、第４、審査の結果です。（１）審査に付された決算報告書及び財務諸

表等の決算関係書 

類は、関係法令に準拠し、会計の原則に基づき作成され、平成１８年３月３１

日現在における決 

算状況及び経営成績は適正に表示され、その目的に沿って運営されているもの

と認められました。 

 次に２ページ、（３）財務状況についてでございます。 

 このうちのアの上から４行目、中ほどからでございます。個人未収金は３億

６６７万円であり、 

前年同期の２億７，１０９万円と比較し、３，５５８万円の増加となっていま

す。個人未収金に 

ついては年々増加しており、本年度も回収不能分の４，１０５万円が損失とし

て処分されること 

からも、未収金発生の未然防止に努めるとともに、発生した未収金については

督促、催告及び訪 

問等により早期回収に努める必要がある。 

 次に、イ、資本においては、借入資本金の企業債の平成１７年度企業債償還

が 



９億９，７２６万円の支出となり、企業債未償還金額は２６９億３，８８７万

円、発行総額 

３０４億５，４００万円、２６件となっております。昨年度に続き、新病院建

設に係る企業債の 

償還が開始され、次年度以降も病院建設に係る企業債の償還が開始され、平成

１９年度に償還の 

ピークを迎える中で、今後の財政運営に十分配意する必要がある。 

 次に、ウ、剰余金においては、平成１６年度決算で生じた１７億１，７３５

万円の欠損金につ 

いて、建設改良積立金３億４，２０７万円及び財政調整積立金６億６，０１３

万円の繰り入れ並 

びに旧病院に係る資本剰余金７億１，５１５万円の取り崩しで処理した。これ

により、平成１７ 

年度末の積立利益剰余金は法定積立金である減債積立金の１億４，０４０万円

となった。本年度 

決算では２億４，９４６万円の純利益が生じたものの、今後、欠損金が生じた

場合に処理する財 

源がないことからも、引き続き経営改善に努められたい。 

 次に、３ページをお開きください。 

 （５）経営分析について。経営状況の成否が判断される医業収支比率は、医

業収益 

１３８億６，１８０万円に対し、医業費用１４４億６，６３０万円で９５．

８％であり、前年度 

の８６．５％と比較して９．３ポイント改善しております。 

 対医業収益比の分析では、職員給与費は５４．０％、材料費は２４．１％、

経費は１３．３％ 

となっております。特に、経費中の委託料については７．９％となっており、

このうち約３．５％ 

は人材委託関係の費用であります。この分を給与費に加えて試算した場合、職

員給与費の比率は 

５７．６％となります。 

 事業別に見ると、本院事業は、医業収益１３２億６，０８９万円に対し、医

業費用 

１３９億３９２万円で、医業収支比率は９５．４％であり、前年度の８５．

９％と比較して９．５ 

ポイント改善しております。収益面では、入院収益が患者数の増加等により４．

６％増。外来収 

益は、患者数が減少しているものの、入院同様４．６％の増となっております。

一方、費用面で 



は、収益増に伴う材料費が６．０％増加しているものの、その他費用について

は減少あるいは微 

増にとどまり、医業収支が大幅に改善されております。今後もより一層の改善

を図られたい。 

 分院事業は、前年度に引き続き良好な経営成績を示し、特に医業収支では、

医業収益 

６億９１万円に対し医業費用５億６，２３８万円で、医業収支比率は１０６．

９％であり、前年 

度１０１．７％に比し５．２ポイント増加しております。病院事業では、医業

収支比率が１００％ 

を超えることが理想とされており、昨年度に引き続き１００％を超えたことか

らも、たゆみない 

経営努力の成果がうかがえます。収益面は前年度より減少したが、費用面での

減収を上回る削減 

を図った。今後は医業収益の増収に取り組み、引き続き安定した経営を維持さ

れたい。 

 看護師養成事業では、剰余金が生じました。しかし、事業収益の８５．６％

が構成市からの繰 

入金であることから、優秀な技術者の養成はもちろんのこと、構成市の財政状

況や病院事業の財 

政状況を考慮し、受益者負担の見直しと経費の節減に努められたい。 

 今後は、医療制度改革や年々厳しくなる医療報酬改定が見込まれる中、その

内容を早期に把握 

し、適切な対応を速やかに講ずるとともに、費用の縮減に努め、経営分析を徹

底し、より一層の 

経営改善に努められたい。 

 次に、３ページから４ページにかけて、総括として、むすびについて申し上

げます。 

 平成１７年度は、病院組合としての最終年度であり、また平成９年度から開

始された病院建設 

事業も、昨年度の旧施設解体工事をもって終了しました。平成１５年度におい

ては新病院開院に 

伴う減収及び諸経費の増加、平成１６年度においては旧施設解体に伴う費用発

生により、新病院 

移転後の両年度は多額の損失となり、本年度は現病院へ移転後初めての通常の

年度でありました。 

 当初予定では７億９，９２９万円の損失を見込んでいたものの、決算では２

億４，９４６万円 



の利益を計上できたことは評価したい。しかし、本院事業においては医業収支

で 

６億４，３０２万円の損失となっており、新たな課題も見え始めたのではない

かと思われる。ま 

た、構成市の財政状況も依然として厳しい状況にあることから、一層の経営の

健全化を求めるも 

のである。 

 当企業団においても、医師確保については、本院の特定の診療科及び分院に

ついては困難な状 

況となっていると伺っている。県内の自治体病院の状況を見ても大変厳しい状

況にあるため、将 

来を見据えて病院企業団として独自に安定的な医師確保対策を検討する時期で

はないかと思われ 

る。平成１６年度からスタートした臨床研修制度が医師確保に影響を与えてい

るようであるが、 

反面、臨床研修医にとって魅力ある施設となることが医師確保対策の一つと考

えられるので、そ 

の取り組みを図られたい。 

 また、平成１７年度の主要施策であった広報公聴活動の推進については、病

院広報紙を発行し、 

患者及び市民への情報提供に取り組んでおり、広報活動の一層の推進と継続的

な情報発信に期待 

するものである。 

 さらに、個人未収金の残高が年々増加しており、平成１７年度の増加額と平

成１６年度の増加 

額を比較すると１，２００万円の増加となっている。また、最高裁判所が公立

病院の診療に関す 

る債権の消滅時効は民法第１７０条第３号により、３年と解すべきであるとの

判決（平成１７年 

１１月２１日）を下したことからも、未収金の発生防止及び発生した後の速や

かなる回収が必要 

と思われるため、一層の未収金対策強化に努められたい。 

 君津医療圏の基幹病院としての機能発揮と地域住民の医療確保のため、地域

の医療・保健・福 

祉との連携を推進し、医療資源を効果的に活用し、全スタッフが心を一つにし

て、良質で安全な 

医療を提供し、地域住民から信頼される病院の理念実現に向けて、企業長を初

めとする職員全員 

の一層の努力を期待するものであります。 



 以上でございます。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 説明及び審査意見が終わりました。 

 ご質疑願います。 

 石井議員。 

＜＜＜＜１１１１番番番番    石井石井石井石井    勝議員勝議員勝議員勝議員＞＞＞＞ 

 監査役にお尋ねします。 

 要するに、先ほど企業債の残が２９６億ということで、非常にびっくりした

と。もうわかって 

いましたけれども、どうするんだろうという気持ちを持たせた。そうすると端

的にいえば、 

３００億にかかる建築を含めたいろいろな機材をそろえた金で、今年度ですか、

１５億返済が必 

要ということですけれども、要するに３００億にかかった金のために毎年企業

債が１５億ずつ要 

るよと。では、見直ししてみれば、今これがなくなれば、もし万一前の旧態の

病院であれば、こ 

の病院は、はっきり言って、言えませんでしょうけれども、要するに赤字では

ないのではないか 

と。そういうふうに考えてもよろしいかどうか。 

 それからもう一つは、剰余金のことですけれども、たしか僕らは旧の病院を

壊したときに、そ 

こに７億ないし１１億あったために解体工事が済んでしまった。もしその金が

なければ、もしか 

すると、その解体工事は行われなかったのではないかというふうに理解という

か、考えるんです 

けれども、そういうふうな形で剰余金がもし使われるとすれば、本当に何にも

ならないことにな 

ってしまうので、剰余金の２億については極めて厳重な監視と、ちゃんと使途

をきちんと明らか 

にするように望みます。 

 それから、未収金が多いということですけれども、ある病院では、窓口に日

本信販なんかがい 

て、要するにそれが取り立てをかわる、代替する、そのような考え方がないか

どうか。これは事 

務方にお尋ねします。 

 以上の３点について、ひとつお伺いいたします。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 鈴木監査役。 



＜＜＜＜監査委員監査委員監査委員監査委員＞＞＞＞ 

 監査委員にということでお名指しをいただきましたが、先生のおっしゃる内

容は、企業債返済 

がなければ、いわゆる構成団体から負担金をもらわなくても、とんとんになる

のではというよう 

な。確かに、額そのものは、１７年度が元利で約１５億ですから、構成団体の

負担金１７億です 

から、そういう理論が成り立ちますけれども、内容的に性格が異なりますので、

ちょっとお答 

え……。一応理屈から言えば、そういうことだろうと思います。ということで、

ひとつご了承い 

ただきたいと思います。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 ほかに、未収金の件。 

 山嵜課長。 

＜＜＜＜医事課長医事課長医事課長医事課長＞＞＞＞ 

 未収金につきましては、全国的に見ましても、公立病院の未収金は、民間病

院に比べまして増 

加傾向にあるようです。特に最近の患者の社会的、経済的要因としまして、不

況の長期化による 

医療費の貸しつけや一時金を生活費に流用する、あるいは保険加入をしない。

国保の加入者も資 

格証のみで、そういった人の増加。あと負担割合の増加ですね。それから、連

絡先が携帯しかな 

い。保証人がいない。不法滞在の外国人など、今までと比較しますと、新しい

要因もありまして、 

増加していく。そういった中で歯どめをかけるということ、そのために今まで

以上に対策を講じ 

ていく必要があると思います。 

 具体的に申し上げますと、まずいろいろな取り決めですね、ルールの明文化。

誓約書を含む各 

種書類の見直し、それから電話、文書、訪問、督促方法ですね、そちらの再点

検。また、だれが 

支払いをするか、そういった債務者の明確化。そういった支払いの誓約書の見

直しですね。それ 

から、病棟、医師、看護師、ソーシャルワーカー、あと事務もですけれども、

そういった情報の 

共有化に努めまして、さらなる連携強化の取り組みということです。 



 また、病院側としましても、支払いの選択肢としまして、今、石井議員ご指

摘の各カードの使 

用、あるいは公共料金のようにコンビニエンスで料金が払える、そういった方

法もふやすという 

ことで、さらに、支払い督促の申し立てまた少額訴訟、そういったものを含め

まして、未収金回 

収対策の整備を検討し、できるものから進めていこうというふうに考えており

ます。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 石井議員。 

＜＜＜＜１１１１番番番番    石井石井石井石井    勝議員勝議員勝議員勝議員＞＞＞＞ 

 結局、この３００億の赤字だけが残されて、関係者たちはもうここにはいな

くなってしまった。 

あとに借金だけ残されて、みんなでその後始末に当たる。何か非常におかしい。

憤りを感じるん 

ですけれども、今後よくそういう金の監視はきちんとして。また、少なくとも

中から中央病院自 

体で持ち上がったことであって、少なくとも建設業者等々から指示されたり、

あるいはそれをね 

らわれたりすることのないように。もうねらうものはないですから、大丈夫で

しょうけれども。 

ひとつこの際、要望しておきます。 

 それから、未収金については、払えないやつは払えないんですけれども、や

はりいろいろな取 

り方があるんではないかと。帝京だと、窓口に行ったときに１万円出さないと

受け付けないとか 

なんか言っているけれども、やはりそのレベルまで下げないといけないのでは

ないかというよう 

な気持ちを最近持ってきました。 

 酔っ払って来て、吐いて、すごく悪口を大声で騒いでいる。そんな者に一緒

に力を注がなくて 

はいけないということは、医療をやっている者としては非常に嘆かわしい。だ

けれども、それを 

やらなければいけない。何かおかしな矛盾を感じるんで、今後とも未収金につ

いては、ひとつよ 

ろしく回収をお願いします。かえって、その人たちが未収金が非常に多いんだ

というふうに感じ 

ています。未収金の回収については、大したことないですけれども、一応、よ

ろしくお願いした 



い。 

 それから、今後のことを言ってはおかしいんですけれども、交通事故なんか

のときに、外来の 

費用をみんな窓口で取りますよね。窓口でもって徴収する。ところが、あのか

かる人たちは、や 

はり保険の金、かかったときに搭乗者保険等々が必要なんで、金を払ってまで

かかるかというと、 

なかなかかかりにくい。それで、交通事故はどっちにしろ、保険会社から払わ

れるんだから、そ 

の金はやはりまとめて事務方が面倒でもちゃんと毎月毎月請求を起こしていく。

そういう体制を 

ひとつとっていただきたい。 

 わりと、保険会社からの要望があるんですよね。だから、何も窓口で必ず取

ってしまうのでは 

なくて、取れるところは必ず１カ月おくれで取れるんだから、交通事故の患者

に関しては、外来 

は未収にしておいて、後でまとめて毎月ずつ請求すると。 

 それから、ここにちょっと載っていたんですけれども、書類代についても、

二千何百円の診断 

書、明細書になっていますけれども、当院ではやはりそれは１万円いただいて

います。書きます 

と、それが１００件あれば毎月１００万円になるわけですから、当然、この中

央病院はもっと何 

倍もあるわけですから、もし細かいことを言うんだったら、未収金を被せるよ

りは、そういう取 

り方をされたらいかがなものかと考えます。 

 すぐにはできないでしょうけれども、そういうふうないろいろな細かい何千

万単位のことだっ 

たら、漏れることがいっぱいあるんで、ひとつ漏れなく、やはりみんなで。 

 いろいろなところを見てくることですから、ここに引きこもって事務方が相

手ではなかなかで 

きないのではないかと思いますので、外の病院をよく見てくること。そこで取

るべきものはどの 

ように取るのか、それをちゃんと研究してくることを望みます。 

 これは要望でいいです。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 ほかに。 

 

（発言する者なし） 



 

 質疑終局と認め、討論を省略し、採決したいと思いますが、よろしいでしょ

うか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 異議なしと認め、採決いたします。 

 認定案第１号は原案どおり認定することに賛成の方は挙手願います。 

 

（全 員 挙 手） 

 

 全員であります。 

 したがって、認定案第１号 平成１７年度君津郡市中央病院組合病院事業会

計決算の認定を求 

めることについては、原案どおり認定されました。 

 続いて、採決いたします。 

 議案第１号は原案どおり決することに賛成の方は挙手願います。 

 

（全 員 挙 手） 

 

 全員であります。 

 議案第１号 未処分利益剰余金の処分については原案のとおり可決されまし

た。 

 続きまして、議案第２号を議題とします。 

 補足説明を事務局より求めます。 

 木村事務局長。 

＜＜＜＜事務局長事務局長事務局長事務局長＞＞＞＞ 

 では、お手元の資料の君津中央病院企業団提出議案説明資料、薄目のＡ４判

のをちょっと出し 

ていただけますでしょうか。 

 議案第２号 君津中央病院企業団病院事業料金徴収条例の一部を改正する条

例の制定について、 

補足説明いたします。 

 この資料の２ページ、新旧対照表をごらんください。 

 第１条でございますけれども、これは読みかえ規定を加えようとするもので

ございます。今の 

ものには読みかえ規定ございませんので、読みかえ規定を加えようというもの

でございます。 



 続きまして、第２条でございますけれども、これは第１号、第２号、第３号

ともに、表現方法 

を改めたものでございます。 

 具体的には、現行の条例では前文のところ、「次の各号に掲げる規定により

算定するものとす 

る」というような、前文のところで「算定するもの」とあった表現を、今度の

場合は、本文の中 

で「により算定した額」という表現に改めるものでございます。 

 ４号については、従来３項であったものをそのまま持ってきたものでござい

ます。 

 第２項が現行では第４項でございますけれども、「自由診療」と表現されて

いたものを改めた 

ものでございます。これにつきましては、保険適用外の、いわゆる自由診療で

ございますけれど 

も、自由診療という表現につきましては、医療分野においては使用されている

んですけれども、 

法令上は使用されてないということから、これを消費税法第６条第１項別表で

非課税とされるも 

の。これは非課税とされるものでございますから、保険診療分もございます。

これを「除く」と 

いう表現に改めようとするものでございます。 

 同時に、消費税が課税の場合は、算定は円単位で行うということでございま

すので、現在の自 

由診療の規定のように、保険診療料金算定をねらって規定している１０円未満

を四捨五入すると 

いう規定に改めようとするものでございます。 

 第３条は、料金の徴収というものをはっきり義務化するとともに、今は分納

という規定があり 

ませんので、この規定を追加しようというものでございます。 

 第４条は、企業長が定めるというものを、管理規定で定めるというふうに改

めようとするもの 

でございます。 

 それから、３ページ、４ページでございますけれども、３ページにつきまし

ては、別表第２条 

第２項というのに第２号をつけ加えたもので、形式的な改正でございます。 

 それから、４ページでございますけれども、先ほど言いましたように、四捨

五入の１０円未満 

円単位というのをかえたものを備考のところに持ってきたものでございます。 



 なお、この条例につきましては、施行期日につきましては１１月１日から予

定しているところ 

でございます。 

 以上でございます。 

 よろしくご審議くださるよう、お願いします。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 補足説明が終わりました。 

 ご質疑願います。ご質疑ございませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

 ご質疑がないようですので、討論を省略し、採決したいと思いますが、よろ

しいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

 異議なしと認め、採決いたします。 

 議案第２号は原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。 

 

（全 員 挙 手） 

 

 全員であります。 

 したがって、議案第２号 君津中央病院企業団病院事業料金徴収条例の一部

を改正する条例の 

制定については、原案どおり可決されました。 

 以上で議案の全部を議了いたしました。 

 企業長よりごあいさつ願います。 

 福山企業長。 

＜企業長＞ 

 それでは、企業団議会閉会に当たりまして一言ごあいさつ申し上げます。 

 本日も長時間にわたりましていろいろご議論いただきました。また、ちょう

ど４市でも議会終 

了後でいろいろとお疲れのところ、またご多忙のところ、きょうは長い時間あ

りがとうございま 

した。 

 ３議案につきましてお通しいただきまして、心から御礼申し上げます。 

 また、議員の先生方並びに監査委員から非常に貴重なご意見をいただきまし

た。またいろいろ 

ご指導いただきまして、本当にありがとうございました。 



 いろいろ申し上げますと、長くなってしまいますけれども、とにかく今回の

医療制度改革、本 

当に厳しいものがございます。一番もとになっているのは、やはりどうやって

国の医療費の総額 

を落とすかということが最も大きな目的だったわけでございましょうが、現在

３２兆円という額 

があるわけですが、２０２５年にはこれが５６兆円になるということが国民総

生産から割り出し 

たときに大変なことになるというのが一番もとだと思います。 

 したがって、今回の改正も、医療の質とか、そういうものはほとんど議論さ

れないで、額の方 

でほとんど決めていったと。そうしないとしようがなかったという理由もある

かもしれませんが、 

その結果、大変厳しいものになって、３．１６％のマイナス改正ということに

なったと思います。 

 したがって、病院の方としましては、いかに収入でどうやって上げるかとい

うのは、非常にも 

う難しい状況になっております。いろいろ看護師さんたちの方で看護体制につ

きましてどうすれ 

ばいいか、国の方の方針でいうと、いい看護体制で患者さんに手厚く看護すれ

ばということです 

が、これも結局、病床をどうやって減らすかという国の施策ということに実際

はなっているわけ 

でございます。 

 そういう中にありまして、でも、やはりうちの病院の使命といいますか、地

域にあってどうや 

っても安全で質の高い医療を提供せねばならないということは、うちの病院の

使命でございます。 

 そういうことで、先ほどからいろいろ医師の確保の問題とか、いろいろな問

題が、矛盾した問 

題がたくさんございますが、それを何とかクリアーして、そして、この病院が

存続していけるよ 

うにせねばならないと。こういうふうに、これはもう私を初めとして、全職員

そう考えているわ 

けでございます。 

 そういうことで、今後とも、いろいろご指導いただきながら、また４市の皆

さんにもいろいろ 

ご迷惑かけることがたくさんあると思いますけれども、どうぞよろしくお願い

したいと、こうい 



うふうに考えております。 

 きょうは本当にいろいろありがとうございました。 

 閉会に当たってのごあいさつとさせていただきます。 

＜＜＜＜議長議長議長議長＞＞＞＞ 

 以上をもちまして本定例会を閉会といたします。 

 長時間にわたりご苦労さまでございました。 

 

（午後４時２３分閉会） 


